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ᴷ
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仰
と
の
関
係
を
中
心
に
ᴷ
ᴷ
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は
じ
め
に

親
鸞
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
典
拠
と
さ
れ
た
文
献
が
四

天
王
寺
系
の
太
子
信
仰
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
親
鸞
の
聖
徳
太
子
関

係
の
和
讃
に
四
天
王
寺
系
の
要
素
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
先
行
研
究

に
お
い
て
、
そ
の
太
子
信
仰
も
四
天
王
寺
系
の
太
子
信
仰
に
連
な
る
も
の
で
は

な
い
か
と
さ
れ
て
き
た
。
本
研
究
で
は
親
鸞
（
一
一
七
三
～
一
二
六
二
）
が
四

天
王
寺
系
の
太
子
信
仰
だ
け
で
な
く
、
法
隆
寺
系
等
の
太
子
信
仰
の
影
響
を
受

け
て
い
た
、
あ
る
い
は
親
鸞
の
太
子
信
仰
が
、
四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
等
に

縛
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
親
鸞
の
著
作
と
四
天
王
寺
系
・
法
隆

寺
系
の
太
子
伝
記
を
比
較
す
る
こ
と
で
示
し
た
い
。

親
鸞
の
聖
徳
太
子
関
連
の
著
作
に
つ
い
て
、
典
拠
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
主

に
⽝
六
角
堂
縁
起
⽞、⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞、⽝
聖
徳

太
子
御
廟
記
文
⽞、⽝
三
宝
絵
詞
⽞、⽝
日
本
三
宝
感
通
集
⽞、⽝
文
松
子
伝
⽞
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
四
天
王
寺
と
の
関
係
が
見
ら
れ
、
吉
田
一
彦
氏
は
早

島
有
毅
氏
の
⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞（
七
五
首
）
の
分
析①
を
も
と
に
、
親
鸞
の

⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
に
見
ら
れ
る
聖
徳
太
子
信
仰
は
、⽛
全
体
と
し
て
四
天
王

寺
の
聖
徳
太
子
信
仰
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
と
考
え
ま
す②
。⽜

と
親
鸞
の
⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
に
見
ら
れ
る
聖
徳
太
子
信
仰
は
四
天
王
寺
の

聖
徳
太
子
信
仰
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
廣
⽥
⾄
氏
が
⽛
親
鸞
の
太
⼦
和
讃
に
⾒
ら
れ
る
聖
徳
太
⼦
信
仰
は
、
当
時

主
流
で
あ
っ
た
四
天
王
寺
系
の
太
⼦
信
仰
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る③
。⽜
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
は
四
天
王
寺
系
の

影
響
が
強
く
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
親
鸞
著
作
に
は
四
天
王
寺
系

の
太
子
信
仰
の
要
素
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
吉
田
氏
の
挙
げ
る
⽝
皇
太
子
聖
徳

奉
讃
⽞
に
は
、
四
天
王
寺
系
の
太
子
信
仰
の
内
容
の
他
に
も
、
法
隆
寺
系
の
伝

記
の
要
素
も
見
ら
れ
る
た
め
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
が
四
天
王
寺
の
聖
徳
太
子
信

仰
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
の
断
定
は
し
難
い
の
で
は
な
い
か
。
親
鸞

の
太
子
信
仰
に
は
四
天
王
寺
系
の
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
が
、

親
鸞
の
太
子
信
仰
は
一
つ
の
系
統
に
縛
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

本
研
究
で
は
、
ま
ず
太
子
信
仰
に
つ
い
て
、
主
に
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
、

親
鸞
の
太
子
信
仰

四
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観
音
化
身
説
、
ま
た
、
太
子
信
仰
の
霊
場
で
あ
る
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
に
つ
い

て
確
認
す
る
。
次
に
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
の

か
を
、
両
系
統
の
伝
記
の
内
容
、
ま
た
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
と
⽝
聖
徳
太
子
伝
私

記
⽞
と
の
関
連
か
ら
示
す
。
最
後
に
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て
確
認
し
、

親
鸞
の
太
子
関
連
著
作
と
四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
伝
記
の
内
容
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
四
天
王
寺
系
や
法
隆
寺
系
等
の
特
定
の
系
譜
に
縛
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一

聖
徳
太
子
信
仰

本
章
で
は
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て
、
主
に
親
鸞
著
作
に
見

ら
れ
る
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
、
観
音
化
身
説
等
を
概
観
す
る
。
そ
の
後
に
、

聖
徳
太
子
の
霊
場
と
し
て
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
に
つ
い

て
確
認
す
る
。

一
ᴷ
一

太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
に
つ
い
て

親
鸞
の
聖
徳
太
子
関
連
の
著
作
に
は
、
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
や
太
子
観
音

化
身
説
等
の
内
容
が
み
ら
れ
る
。
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
と
は
、
聖
徳
太
子

（
五
七
二
、
五
七
三
～
六
二
一
／
五
七
四
～
六
二
二
）
を
、
中
国
天
台
宗
第
二
祖
で

あ
る
慧
思
禅
師
（
五
一
五
～
五
七
七
）
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
す
る
説
で
、⽝
唐
大

和
上
東
征
伝
⽞
や
⽝
上
宮
皇
太
子
菩
薩
伝
⽞
等
に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

延
暦
初
め
頃
に
思
託
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
聖
徳

太
子
の
伝
記
で
あ
る
⽝
上
宮
皇
太
子
菩
薩
伝
⽞
に
お
い
て
、⽛
思
禅
師
後
生
日

本
国
橘
豊
日
天
皇
宮④
⽜
と
、
慧
思
禅
師
が
聖
徳
太
子
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
宝
亀
一
〇
年
（
七
七
九
年
）
に
淡
海
三
船
（
七
二
二

～
七
八
五
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
、
鑑
真
（
六
八
七
～
七
六
三
）
の
日
本
へ
の
渡

来
の
Ṉ
末
を
記
し
た
書
で
あ
る
⽝
唐
大
和
上
東
征
伝
⽞
に
て
、⽛
日
本
国
昔
有

聖
徳
太
子
曰
、
二
百
年
後
聖
教
興
於
日
本
。
今
鍾
此
運
。
願
大
和
上
。
東
遊
興

化
。
大
和
上
答
曰
。
昔
聞
南
嶽
思
禅
師
遷
化
之
後
。
託
生
倭
国
王
子
。
興
隆
仏

法
。
済
度
衆
生
。
又
聞
日
本
国
長
屋
王
崇
敬
仏
法⑤
⽜
と
鑑
真
が
、
聖
徳
太
子
が

慧
思
禅
師
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
は
、
天
台
宗
祖
で
あ
る
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）

に
も
見
ら
れ
、
最
澄
の
弟
子
で
あ
る
光
定
（
七
七
九
～
八
五
八
）
が
著
し
た

⽝
伝
述
一
心
戒
文
⽞
に
、⽛
今
我
法
華
聖
徳
太
子
者
、
即
是
南
嶽
慧
思
大
師
後
身

也
。
厩
戸
託
生
、
汲
引
四
国
。
請
持
経
於
大
唐
、
興
妙
法
於
日
域
。
等
鐸
振
天

台
、
相
承
其
法
味
。
日
本
玄
孫
興
福
寺
沙
門
㝡
澄⑥
⽜
と
あ
り
、
聖
徳
太
子
は
慧

思
禅
師
の
後
身
で
あ
り
、
最
澄
は
そ
の
玄
孫
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
あ
る
。

聖
徳
太
子
が
慧
思
禅
師
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
に
お
い
て
、
宮
崎
健
司
氏
が

鑑
真
と
の
か
か
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
に
は
当
時
の
日
本

の
仏
教
界
の
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
仏
教
伝
来
が
百
済
か
ら
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
後
々
ま
で
朝
鮮
仏
教
が
日
本
仏
教
に
影
響
を
与
え
る
結
果

と
な
っ
た
。
入
唐
僧
道
慈
は
当
時
の
日
本
仏
教
が
中
国
仏
教
と
大
い
に
異

な
る
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、
仏
法
興
隆
の
祖
と
位
置
づ
け
る
太
子
を
中

国
仏
教
の
系
譜
に
つ
な
が
る
存
在
と
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な

四
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い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
仏
教
公
伝
年
が
中
国
の
末
法
元
年
を
意
識
し
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
慧
思
が
末
法
に
論
及
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る⑦
。

と
述
べ
て
お
り
、
日
本
仏
教
の
祖
で
あ
る
聖
徳
太
子
と
中
国
仏
教
を
結
び
付
け

る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

一
ᴷ
二

太
子
観
音
化
身
説
に
つ
い
て

太
子
観
音
化
身
説
は
、
聖
徳
太
子
を
救
世
観
音
の
化
身
で
あ
る
と
す
る
説
で
、

平
安
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
聖
徳
太
子
伝
記
で
あ
る
⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞

に
て
、
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
聖
徳
太
子
の
出
生
に
つ
い
て

卅
二
年
辛
卯
春
正
月
朔
。
甲
子
夜
。
妃
夢
有
金
色
僧
容
儀
太
艶
。
対
己
而

立
。
謂
之
曰
。
吾
有
救
世
之
願
。
々
暫
宿
后
腹
。
妃
問
。
為
誰
。
僧
曰
。

吾
救
世
菩
薩
。
家
在
西
方
。
妃
答
。
妾
腹
垢
穢
。
何
宿
貴
人
。
僧
曰
。
吾

不
厭
垢
穢
。
唯
望
尠
感
人
間
。
妃
答
。
不
敢
辞
譲
。
左
右
隨
命
。
僧
懐
懽

色
。
躍
入
口
中
。
妃
即
驚
悟
。
喉
中
猶
似
㚌
物
。
妃
意
太
奇
語
皇

子
。
々
々
答
云
。
除
之
所
育
必
得
聖
人
。
自
此
以
後
。
始
知
有
娠
。
妃
之

妊
也
。
性
殊
叡
敏
。
動
止
閑
爽
。
樞
機
弁
悟
。
経
于
八
月
言
聞
于
外
。
皇

子
并
妃
並
以
太
奇⑧
。

と
、
聖
徳
太
子
の
母
が
金
色
の
姿
を
し
た
救
世
観
音
が
夢
に
出
て
、
太
子
を
懐

妊
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
太
子
が
救
世
観
音
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
の
こ
の
記
述
の
他
に
も
、
平
安
時
代
初

期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
太
子
伝
記
の
⽝
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
⽞
に
⽛
石

余
池
辺
宮
御
宇
天
皇
。
庶
妹
間
人
穴
太
部
皇
女
為
后
。
后
夢
有
金
色
僧
。
容
儀

太
艶
。
対
后
而
立
。
謂
之
日
。
吾
有
救
世
願
。
々
暫
宿
后
腹
。
后
夢
中
許
諾
。

自
此
以
後
。
始
知
有
娠⑨
。⽜
と
あ
り
、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
と
似
た
内
容
が
み
ら

れ
る
。

⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
は
、
太
子
懐
妊
の
説
話
の
他
に
も
、⽛
日
羅
跪
地
而
合

掌
白
曰
。
敬
礼
救
世
観
世
音
大
菩
薩
。
伝
灯
東
方
粟
散
王⑩
。⽜
と
、
百
済
の
日

羅
（
？
～
五
七
三
）
が
聖
徳
太
子
を
救
世
観
音
大
菩
薩
と
礼
拝
し
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

百
済
王
使
。
王
子
阿
佐
等
来
。
調
貢
。
語
領
客
日
。
僕
聞
。
此
国
有
一
聖

人
。
僕
自
拝
観
。
情
願
足
癸
。
太
子
聞
之
。
直
引
殿
内
。
阿
佐
驚
拝
。
熟

見
太
子
之
顔
。
復
見
左
右
手
掌
。
左
右
足
掌
。
而
再
起
再
拝
両
段
。
退
而

出
庭
。
右
膝
著
地
。
合
掌
恭
敬
日
。
合
掌
敬
礼
。
救
世
大
慈
。
観
音
菩
薩
。

妙
教
流
通
。
東
方
日
国
。
四
十
九
歳
。
伝
灯
演
説
。
大
慈
大
悲
。
敬
礼
菩

薩⑪
。

と
あ
り
、
百
済
の
王
子
で
あ
る
阿
佐
太
子
（
生
没
年
不
詳
）
が
来
朝
し
、
聖
徳

太
子
に
救
世
大
慈
観
音
菩
薩
と
合
掌
礼
拝
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
で
は
、
聖
徳
太
子
と
救
世
観
音
を
結

び
付
け
る
記
述
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
音
信
仰
に
は
、
観
音
菩
薩

単
体
で
の
信
仰
の
他
に
も
、
阿
弥
陀
仏
の
脇
士
と
し
て
の
観
音
菩
薩
の
信
仰
も

あ
る
が
、
景
戒
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
、
弘
仁
一
三
年
（
八
二

二
年
）
頃
成
立
し
た
と
さ
れ
る
仏
教
説
話
集
⽝
日
本
霊
異
記
⽞、
ま
た
、
平
安

親
鸞
の
太
子
信
仰

四
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後
期
の
説
話
集
で
あ
る
⽝
今
昔
物
語
集
⽞
の
観
音
菩
薩
に
関
す
る
説
話
数
を
見

て
み
る
と
、⽝
日
本
霊
異
記
⽞
で
は
聖
観
音
が
一
四
話
、
如
意
輪
観
音
に
つ
い

て
は
無
し
、
十
一
面
観
音
が
三
話
、
千
手
観
音
が
二
話
、
脇
士
・
そ
の
他
が
一

話
、⽝
今
昔
物
語
集
⽞
で
は
聖
観
音
が
四
三
話
、
如
意
輪
観
音
が
六
話
、
十
一

面
観
音
が
一
四
話
、
千
手
観
音
が
一
三
話
、
脇
士
・
そ
の
他
が
五
話⑫
と
、
脇
士

と
し
て
の
観
音
説
話
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
石
橋
義
秀
氏
が

人
々
は
観
音
を
慈
悲
深
い
霊
験
あ
ら
た
か
な
菩
薩
と
信
じ
、
大
抵
は
そ
の

観
音
に
金
銀
財
宝
や
病
の
回
復
、
あ
る
い
は
急
難
を
免
れ
ん
こ
と
な
ど
、

現
世
の
利
益
を
願
い
求
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
観
音
は
ど
ん
な
無

理
な
願
い
ご
と
で
も
聞
き
入
れ
、
人
々
を
救
助
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
観
音

は
真
に
有
難
い
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る⑬
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
的
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
観
音
菩
薩
は
、
脇
士
と

し
て
で
は
な
く
、
単
独
の
観
音
菩
薩
と
し
て
の
信
仰
が
多
か
っ
た
と
考
え
る
。

太
子
観
音
化
身
説
で
も
、
救
世
観
音
単
体
と
し
て
の
信
仰
が
多
く
、
脇
士
と
し

て
の
化
身
で
の
信
仰
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、⽝
日
本
霊
異
記
⽞

の
内
容
か
ら
、
石
橋
義
秀
氏
は
⽛⽝
霊
異
記
⽞
に
お
い
て
は
、
観
音
に
対
し
て

現
世
利
益
を
願
う
信
仰
が
多
く
見
ら
れ
、
し
か
も
具
現
化
さ
れ
た
観
音
像
に
対

す
る
信
仰
が
多
く
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う⑭
。⽜
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良

時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
観
音
信
仰
は
現
世
利
益
的
信
仰
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
日
本
霊
異
記
⽞
に
つ
い
て
駒
木
敏
氏
は
、

他
の
仏
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
の
説
話
（
霊
験
㞍
）
と
の
違
い
を
考
慮
に
入

れ
な
が
ら
、
観
音
信
仰
説
話
か
ら
と
り
出
し
う
る
特
質
を
結
論
的
に
示
す

な
ら
ば
、
ま
ず
現
世
利
益
的
信
仰
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
他
の
霊
験
㞍

一
般
に
つ
い
て
も
言
い
う
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
霊
異
記
が
⽛
善
悪
現

報
⽜
㞍
を
編
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
の
こ
と
で

あ
る
が
、
説
話
の
主
人
公
た
ち
が
観
音
に
葱
り
念
じ
期
待
し
た
も
の
は
、

富
財
宝
と
飲
食
と
を
筆
頭
と
し
て
、
怨
病
の
治
癒
や
危
難
か
ら
の
救
出
で

あ
り
好
き
女
で
さ
え
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
総
じ
て
現
世
を
安
穏
に
生

き
過
ぐ
べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
次
に
は
、
そ
れ
ら
の
願
望
の
実
現

（
善
報
）
を
感
応
の
霊
異
と
い
う
形
で
語
る
の
が
観
音
信
仰
説
話
の
本
質

で
あ
り
、
ま
た
感
応
の
方
法
も
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
形
に
化
身
し
て
現
世
に

現
わ
れ
る
（
観
音
の
化
応
は
僧
な
い
し
沙
弥
に
限
ら
な
い
）
の
で
あ
る⑮
。

と
述
べ
て
お
り
、
現
世
利
益
的
な
信
仰
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
来
世
信
仰
的
な

面
は
あ
ま
り
出
て
き
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
ᴷ
三

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
に
つ
い
て

聖
徳
太
子
信
仰
の
代
表
的
な
霊
場
と
し
て
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
が
挙
げ
ら
れ

る
。
四
天
王
寺
は
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
寺
院
で
、⽝
日

本
書
紀
⽞
に
も
聖
徳
太
子
建
立
の
記
述
が
あ
り
、
太
子
信
仰
の
中
心
寺
院
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
藤
原
忠
平
（
八
八
〇
～
九
四
九
）
の
日
記
で
あ
る
⽝
貞
信
公
記
⽞

に
は
⽛
廿
二
日
、
泰
舜
・
泰
幽
太
元
、
明
達
四
王
、
向
美
濃
、
静
因
六
足
天
王

寺
、
定
玄
不
動
相
応
寺
、
各
二
七
日
、
海
賊
時
祈
諸
神
位
記
可
成
之
事
、
仰
左

丞⑯
⽜
と
、
平
将
門
の
調
伏
の
た
め
に
大
威
徳
法
を
修
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
四
天
王
寺
は
、
国
家
的
寺
院
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
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れ
る
。
林
幹
弥
氏
は
四
天
王
寺
の
位
置
か
ら

国
家
的
寺
院
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
四
天
王
寺
は
、
い
ま
一
つ
の
機
能
を

も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
寺
の
も
つ
地
理
的
位
置
か
ら
導
か
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
四
天
王
寺
が
あ
る
摂
津
の
難
波
と
い
う
と

こ
ろ
が
、
京
都
か
ら
片
道
一
泊
、
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
も
、
二
泊
の
み
ち
の

り
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
天
王
寺
の
す
ぐ
近
く
に
は
住
𠮷
社
が

あ
り
、
こ
の
二
つ
を
あ
わ
せ
て
、
京
都
の
ひ
と
び
と
の
、
格
好
の
物
詣
で

場
所
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る⑰
。

と
、
京
都
の
人
々
に
と
っ
て
は
人
気
の
参
詣
寺
院
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る
。

四
天
王
寺
は
太
子
信
仰
の
霊
場
と
し
て
、
ま
た
、
浄
土
信
仰
の
聖
地
と
し
て

も
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
と
示
す
も
の
と
し
て
⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞
は
、
聖
徳
太
子
の
作
と
さ
れ

る
も
の
で
、
四
天
王
寺
の
金
堂
に
お
い
て
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
年
）
に
発
見

さ
れ
る⑱
。
こ
の
⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞
に
は
、⽛
宝
塔
金
堂
。
相
当
極
楽

土
東
門
中
心⑲
⽜
と
、
四
天
王
寺
の
宝
塔
と
金
堂
が
、
極
楽
浄
土
の
東
門
の
中
心

に
当
た
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、⽝
今
昔
物
語
集
⽞
に
、

其
寺
ノ
西
門
ニ
、
太
子
自
ラ
釈
迦
如
来
転
法
輪
所
当
極
楽
土
東
門
中
心
ト

書
給
ヘ
リ
。
是
ニ
依
テ
、
諸
人
彼
ノ
西
門
ニ
シ
テ
弥
陀
ノ
念
仏
ヲ
唱
フ
。

于
今
不
絶
シ
テ
、
不
参
ヌ
人
無
シ
。
是
ヲ
思
フ
ニ
、
此
ノ
天
王
寺
ハ
、
必

ズ
、
人
参
ル
可
キ
寺
也
。
聖
徳
太
子
の
正
ク
仏
法
ヲ
伝
ヘ
ム
ガ
為
ニ
、
此

ノ
国
ニ
生
レ
給
テ
、
専
ラ
願
ヲ
発
テ
造
リ
給
ヘ
ル
寺
也⑳
。

と
、
四
天
王
寺
の
西
門
に
、
聖
徳
太
子
が
、
釈
迦
如
来
転
法
輪
所
当
極
楽
土
東

門
中
心
と
書
い
た
の
で
、
人
々
は
西
門
に
お
い
て
念
仏
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
四
天
王
寺
は
、
必
ず
参
詣
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
寺
で
、
太
子
が
仏
法
を

伝
え
、
願
を
立
て
て
建
立
し
た
寺
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
藤
谷
厚
生
氏

が

四
天
王
寺
の
宝
塔
・
金
堂
の
伽
藍
は
⽛
極
楽
土
の
東
門
の
中
心
に
相
い
当

れ
り
⽜
と
い
う
思
想
が
こ
れ
よ
り
広
が
る
こ
と
と
な
る
。
四
天
王
寺
が
、

浄
土
信
仰
の
聖
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
多
く
の
念
仏
聖
が
こ
こ
に
集
ま
り

天
王
寺
別
所
を
形
成
し
、
や
が
て
鎌
倉
時
代
に
は
西
門
の
石
鳥
居
が
建
て

ら
れ
、
そ
の
扁
額
に
⽛
釈
迦
如
来

転
法
輪
処

当
極
楽
土

東
門
中

心
⽜
と
刻
さ
れ
る
。
こ
の
偈
文
の
内
容
は
⽝
今
昔
物
語
⽞
や
⽝
梁
塵
秘

抄
⽞
な
ど
に
も
記
さ
れ
、
今
様
に
も
詠
わ
れ
て
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
な
ど
、

四
天
王
寺
は
浄
土
信
仰
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た㉑
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
四
天
王
寺
は
、
太
子
信
仰
と
と
も
に
、
浄
土
信
仰
の

聖
地
と
し
て
も
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
法
隆
寺
に
つ
い
て
は
、
四
天
王
寺
と
同
様
に
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
寺
院
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
は
寺
運
が
盛
り
上
が
っ
た
法

隆
寺
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
以
降
は
衰
退
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に

入
る
と
、
太
子
信
仰
の
霊
場
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
た
四
天
王
寺
に
対
抗

し
、
顕
真
（
一
一
三
一
～
一
一
九
二
）
に
よ
っ
て
、
法
隆
寺
の
地
位
向
上
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る㉒
。

⽝
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
⽞・⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
は
、
調
子
麿
と
い
う

親
鸞
の
太
子
信
仰
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聖
徳
太
子
の
舎
人
が
登
場
す
る
。
こ
の
調
子
麿
は
⽝
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕

記
⽞
に
お
い
て
登
場
す
る
。⽝
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
⽞
に
は
、⽛
麻
呂
年
八

十
四
。
己
巳
年
死
。
子
足
人
。
古
年
。
十
四
年
壬
午
八
月
廿
九
日
。
出
家
大
官

大
寺
。
麻
呂
者
。
聖
徳
太
子
十
三
年
丙
午
。
年
十
八
年
始
為
舎
人
。
癸
亥
年
二

月
十
五
日
。
始
出
家
為
僧㉓
。⽜
と
調
子
麿
が
一
八
歳
で
初
め
て
聖
徳
太
子
の
舎

人
と
な
り
、
癸
亥
の
年
に
出
家
し
、
八
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。⽝
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
⽞・⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
と
も
に
調
子
麿

と
法
隆
寺
を
関
係
付
け
る
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
顕
真
の
著
わ
し
た

⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
お
い
て
、
調
子
麿
と
法
隆
寺
の
関
係
が
強
調
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
つ
い
て
は
、
法
隆
寺
の
顕
真
の
著
作

で
、
成
立
は
、
上
巻
は
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
年
）、
下
巻
は
延
応
元
年
（
一
二

三
九
年
）
～
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
年
）
頃
と
さ
れ
て
い
る
。
法
隆
寺
と
聖
徳

太
子
に
関
す
る
事
柄
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
事
柄
は
代
々
相
伝
さ
れ
た
秘
事

口
伝
の
も
の
で
、
顕
真
が
師
匠
の
隆
詮
か
ら
唯
一
継
承
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
お
い
て
調
子
麿
は
、⽛
太
子
御

母
、
鬼
前
大
后
者
、
辛
巳
歳
十
二
月
廿
二
日
薨
給
、
廿
八
日
奉
葬
婆
之
陵
、
明

年
正
月
十
五
日
夜
半
、
調
子
丸
與
太
子
、
改
葬
石
河
礒
長
廟
給
云
々
、
或
直
自

鵤
中
宮
寺
、
奉
葬
礒
長
墓
所㉔
。⽜
と
、
太
子
の
母
の
遺
体
を
、
太
子
と
調
子
麿

に
よ
っ
て
、
磯
長
の
廟
所
に
改
葬
し
た
こ
と
、
ま
た
、

御
廟
前
有
楠
、
此
太
子
葬
送
之
時
朸
也
。
或
母
皇
女
葬
送
之
朸
也
、
二
義

伝
来
無
取
捨
、
云
々
母
之
時
吉
。
自
宮
出
時
入
御
廟
時
太
子
。
大
兄
王
調

子
麿
也
、
此
朸
在
之
。（
中
略
）
用
明
天
皇
、
自
御
殿
至
于
門
前
、
太
子

與
馬
子
、
奉
持
出
給
、
次
調
子
與
跡
見
奉
持
。
母
間
人
皇
女
自
中
宮
御
殿
、

至
于
飽
波
、
太
子
與
久
米
皇
子
奉
持
給
、
次
調
子
與
河
勝
奉
持
云
。
太
子

大
兄
大
与
馬
子
、
自
宮
出
十
余
丁
奉
持
給
、
路
間
臣
連
面
々
奉
持
給
、
奉

入
御
廟
之
時
、
馬
子
調
子
也㉕
。

と
、
太
子
と
そ
の
父
母
の
遺
体
を
調
子
麿
が
奉
持
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
調
子
麿
が
太
子
と
近
し
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
は
⽛
聖
武
天
皇
宣
旨
状
⽜
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は

聖
武
天
皇
宣
旨
状

太
政
官

法
隆
学
問
寺

右
正
三
位
藤
原
朝
臣
宣
奉

勅
、
伝
聞
、
調
子
丸
者
、
百
済
国
聖
明
王
輔

臣
宰
相
一
男
也
、
而
為
。
厩
戸
皇
子
奉
功
。
進
渡
馬
台
者
也
、
然
則
聖
王

常
随
之
侍
者
、
動
止
見
聞
之
僕
従
也
、
仍
以
彼
子
々
孫
々
之
伴
類
、
為
当

寺
代
々
世
々
之
奴
婢
、
更
不
可
違
失
者
、
寺
宣
承
知
、
依
宣
行
之㉖
。

と
、
調
子
麿
が
、
百
済
の
聖
明
王
の
宰
相
の
子
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
の
侍
者
で
、

そ
の
子
孫
は
法
隆
寺
の
奴
婢
で
あ
る
こ
と
を
聖
武
天
皇
の
名
の
も
と
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、⽛
法
隆
寺
康
仁
寺
主
者
、
当
寺
奴
也
僕
也
、
自
調
子
丸

至
康
仁
大
徳
廿
一
代
也
、
其
継
図
者
、
康
仁
之
時
朽
損
跡
形
無
之
、
仍
其
一
男

慶
好
寺
主
、
始
作
耎
脉
云
々
、
其
後
不
絶
書
伝
至
于
顕
真
五
師
八
代
也㉗
。⽜
と
、

法
隆
寺
の
康
仁
が
調
子
麿
の
二
一
代
目
の
子
孫
で
あ
り
、
調
子
麿
か
ら
康
仁
ま

で
の
系
図
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
慶
好
か
ら
新
た
な
系
図
を
作
り
、
顕

真
ま
で
書
き
継
い
で
八
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る㉘
。

四
八



⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
の
記
述
を
見
る
と
、
顕
真
が
調
子
麿
を
太
子
に
と
っ

て
非
常
に
近
し
い
人
物
で
、
聖
明
王
の
宰
相
の
子
で
あ
り
、
そ
の
人
物
の
子
孫

が
自
ら
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
法
隆
寺
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
伺
え
る
。

以
上
、
親
鸞
著
作
に
見
ら
れ
る
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
、
観
音
化
身
説
等
を

概
観
し
、
聖
徳
太
子
の
霊
場
と
し
て
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
は
太
子
信
仰
の
代
表
的
な
霊
場
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
共
に

聖
徳
太
子
創
建
の
寺
院
で
あ
り
、
四
天
王
寺
は
、
太
子
信
仰
と
と
も
に
、
浄
土

信
仰
の
聖
地
と
し
て
も
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
法
隆
寺
は
顕
真
が
権

威
向
上
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
に
つ

い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る

指
摘
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
次
章
で
は
、
こ
の
両
寺
の
対
抗
意
識
に
つ
い
て
、

両
寺
の
史
料
か
ら
確
認
し
た
い
。

二

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
対
抗
意
識

本
章
で
は
、
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
を
確
認
し
た
い
。

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
対
抗
意
識
に
つ
い
て
、
吉
田
氏
は

聖
徳
太
子
信
仰
は
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
の
二
寺
を
機
軸
に
進
展
し
た
が
、

両
者
は
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
り
、
そ
の
基
調
に
は
協
調
関
係
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
対
抗
関
係
が
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
、
相
手
側
の
言

い
分
を
否
定
し
た
り
、
吸
収
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
言
説
が
唱
え
ら
れ
、

そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
な
法
物
が
作
成
さ
れ
、
伝
記
が
著
作
さ
れ
て
い
っ

た
。
私
は
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
発
展
は
、
こ
の
二
寺
に
よ
る
対
抗
的
な
教

宣
活
動
が
そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る㉙
。

と
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
の
二
寺
は
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
。
聖
徳
太
子
信
仰
の

発
展
は
、
こ
の
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
の
対
抗
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
榊
原
史
子
氏
は

四
天
王
寺
と
法
隆
寺
は
、
互
い
の
寺
院
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
多
く
の

情
報
を
得
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
聖
徳
太
子
信
仰
の
中
心
的
な

寺
院
と
な
る
べ
く
、
他
方
の
寺
院
よ
り
も
優
位
な
地
位
に
立
と
う
と
い
う

対
抗
意
識
を
持
ち
続
け
、
そ
れ
を
行
動
に
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る㉚
。

と
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
が
対
抗
意
識
を
持
っ
て
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
中
心
的

な
寺
院
と
な
る
べ
く
、
互
い
に
優
位
に
立
と
う
と
し
て
い
た
と
述
べ
て
お
り
、

先
行
研
究
に
お
い
て
は
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
が
対
抗
意
識
を
持
つ
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
伝
記
を
比
較
す
る
こ
と
、
ま
た
、
四
天
王
寺
の

⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
と
、
法
隆
寺
の
⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
の
内
容
か
ら
、
両
寺

院
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
。

二
ᴷ
一

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
伝
記
に
つ
い
て

聖
徳
太
子
に
つ
い
て
最
初
期
に
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
書
物
と
し
て
⽝
日
本
書

紀
⽞
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

⽝
日
本
書
紀
⽞
で
の
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
記
述
を
確
認
す
る
と
、
四
天
王
寺

親
鸞
の
太
子
信
仰

四
九



が
聖
徳
太
子
創
建
の
寺
院
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
法
隆
寺
に
つ
い
て

は
、
創
建
が
聖
徳
太
子
で
あ
る
と
明
記
す
る
描
写
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
ず
、

四
天
王
寺
に
つ
い
て
の
記
述
を
確
認
す
る
。
四
天
王
寺
に
つ
い
て
は
四
箇
所
の

記
述
が
あ
る
。

⽝
日
本
書
紀
⽞

乃
斮
取
白
膠
木
、
疾
作
四
天
王
像
、
置
於
頂
髪
⽽
発
誓
言
、
白
膠
木
、
此

云
農
利
埿
。
今
若
使
我
勝
敵
、
必
当
奉
為
護
世
四
王
、
起
立
寺
塔
。（
中

略
）
平
乱
之
後
、
於
摂
津
国
造
四
天
王
寺㉛
。

→
聖
徳
太
子
は
物
部
守
屋
と
の
戦
い
に
勝
利
す
れ
ば
、
寺
塔
を
建
⽴
す
る
と
誓

わ
れ
た
。
守
屋
を
倒
し
、
摂
津
国
に
四
天
王
寺
を
造
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

是
歳
、
始
造
四
天
王
寺
難
波
荒
陵㉜
。

→
推
古
元
年
（
五
九
三
年
）
に
四
天
王
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

三
十
一
年
秋
七
月
、
新
羅
遣
⼤
使
奈
末
智
洗
爾
、
任
那
遣
達
率
奈
末
智
、

並
来
朝
。
仍
貢
仏
像
一
具
及
金
塔
幷
舎
利
、
且
大
観
頂
幡
一
具
・
小
幡
十

二
条
。
即
仏
像
居
於
葛
野
秦
寺
。
以
余
舎
利
・
金
塔
・
観
頂
幡
等
、
皆
納

于
四
天
王
寺㉝
。

→
推
古
三
一
年
（
六
二
三
年
）
に
、
新
羅
、
任
那
の
使
節
が
来
朝
し
て
、
仏
像
、

金
塔
、
観
頂
幡
、
舎
利
を
献
上
し
、
金
塔
、
観
頂
幡
、
舎
利
が
四
天
王
寺
に
納

入
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

二
月
壬
子
朔
、
於
三
韓
遣
学
問
僧
。
己
未
、
阿
倍
大
臣
請
四
衆
於
四
天
王

寺
、
迎
仏
像
四
軀
、
使
坐
于
塔
内
。
造
霊
鷲
山
像
、
累
積
鼓
為
之㉞
。

→
大
化
四
年
（
六
四
八
年
）
に
、
安
倍
大
臣
が
四
天
王
寺
に
仏
像
四
体
を
塔
の

中
に
安
置
し
、
霊
鷲
山
の
像
を
作
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

以
上
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
四
天
王
寺
に
関
す
る
記
述
を
見
る
と
、
四
天
王
寺
は

聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、⽝
日
本
書
紀
⽞
の
法
隆
寺
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
四
箇
所
確
認

で
き
る
。

⽝
日
本
書
紀
⽞

是
歳
、
皇
太
子
亦
講
法
華
経
於
岡
本
宮
。
天
皇
大
喜
之
、
播
磨
国
水
田
百

町
施
于
皇
太
子
。
因
以
納
于
斑
鳩
寺㉟
。

→
推
古
一
四
年
（
六
〇
六
年
）
に
、
太
子
が
⽝
法
華
経
⽞
を
講
義
す
る
と
、
天

皇
が
大
い
に
喜
び
、
播
磨
国
の
水
田
百
町
を
与
え
ら
れ
、
太
子
は
そ
れ
を
斑
鳩

寺
に
寄
進
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

於
是
山
背
大
臣
兄
王
等
、
自
山
還
入
斑
鳩
寺㊱
。

→
皇
極
二
年
（
六
四
三
年
）
に
、
山
背
大
兄
王
子
が
蘇
我
蝦
夷
に
攻
め
ら
れ
た

後
に
、
斑
鳩
寺
に
入
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

是
冬
、
修
高
安
城
、
収
畿
内
之
田
税
。
于
時
、
災
斑
鳩
寺㊲

→
天
智
八
年
（
六
六
九
年
）
に
、
斑
鳩
寺
が
火
災
に
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。

夏
四
月
癸
卯
朔
壬
申
、
夜
半
之
後
、
災
法
隆
寺
。
一
屋
無
余
。
大
雨
雷
震㊳
。

→
法
隆
寺
が
火
災
に
よ
っ
て
全
焼
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
法
隆
寺
に
関
す
る
記
述
を
見
る
と
、
創
建
、
造
立
に

関
す
る
記
述
が
な
く
、
誰
が
建
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
法
隆
寺
の
創
建
、
造
立
に
関
す
る
記
述
が
無
い
こ
と
は
、
法
隆

五
〇



寺
側
に
と
っ
て
は
、
地
位
向
上
を
図
り
、
他
の
有
力
寺
院
に
対
す
る
対
抗
意
識

を
抱
か
せ
る
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
聖
徳
太
子
の
生
没
年
に
つ
い
て
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
で
異
な
っ
て
い

る
部
分
が
あ
る
。⽝
日
本
書
紀
⽞
に
は
太
子
の
生
年
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、

守
屋
討
伐
時
に
⽛
是
時
厩
戸
皇
子
束
髪
於
額
、
古
俗
、
年
少
児
、
年
十
五
六
間
、

束
髪
於
額㊴
⽜
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
一
五
か
一
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
逆
算
し
て
み
る
と
、
太
子
の
生
年
は
敏
達
元
年
（
五
七
二
年
）、

も
し
く
は
、
敏
達
二
年
（
五
七
三
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
没
年
に
つ

い
て
は
⽛
二
十
九
年
春
二
月
己
丑
朔
癸
巳
、
半
夜
厩
戸
豊
聡
耳
皇
子
命
葬
于
斑

鳩
宮㊵
。⽜
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
推
古
二
九
年
（
六
二
一
年
）
に
亡
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
で
も
同
様
の
説
が
取
ら
れ

て
い
る
。

一
方
、
法
隆
寺
側
は
異
な
る
説
を
取
っ
て
お
り
、⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞

に
は
⽛
甲
午
年
産
。
壬
午
年
二
月
廿
二
日
薨
逝
也
。
生
四
十
九
年㊶
。⽜
と
、
太

子
が
敏
達
三
年
（
五
七
四
年
）
に
誕
生
し
、
推
古
三
〇
年
（
六
二
二
年
）
二
月

二
二
日
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
説
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
守
屋
討
伐
時
の
年

齢
に
つ
い
て
も
⽛
聖
王
生
十
四
年
也㊷
。⽜
と
、
一
四
歳
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、⽝
日
本
書
紀
⽞・⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
と
異
な
る
説
を
取
っ
て
い
る
。

⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
は

廿
九
年
辛
巳
春
二
月
。
太
子
在
斑
鳩
宮
。
命
妃
沐
浴
。
太
子
亦
沐
浴
。
服

新
潔
衣
袴
。
語
妃
曰
。
吾
今
夕
遷
化
矣
。
子
可
共
去
。
妃
亦
服
新
潔
衣
裳
。

臥
太
子
副
床
。
明
旦
太
子
并
妃
久
而
不
起
。
左
右
開
殿
戸
。
乃
知
遷
化
。

時
年
四
十
九
或
又
説
壬
午
年
者
誤
也㊸
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、⽝
日
本
書
紀
⽞
と
同
じ
説
を
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

壬
午
年
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
法
隆
寺
説
を
否
定
し
て
い
る
。

次
に
、
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
の
慧
慈
の
没
年
に
つ
い
て
、⽝
日
本
書
紀
⽞

に
は
⽛
我
雖
異
国
、
心
在
断
金
、
其
独
生
之
、
有
何
益
矣
。
我
以
来
年
二
月
五

日
必
死
。
因
以
遇
上
宮
太
子
於
浄
土
、
以
共
化
衆
生
。
於
是
慧
慈
当
于
期
日
而

死
之㊹
。⽜
と
あ
り
、
推
古
三
〇
年
（
六
二
二
年
）
二
月
五
日
に
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞
に
は
⽛
吾
慧
慈
来
年
二
月
廿
二
日
死
者
。
必
逢
聖

王
而
奉
浄
土
。
遂
如
其
言
。
到
明
年
二
月
廿
二
日
。
発
病
命
終
也㊺
。⽜
と
、
推

古
三
一
年
（
六
二
三
年
）
二
月
二
二
日
に
病
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
説

を
取
っ
て
い
る
。

⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
は
⽛
吾
以
来
年
二
月
五
日
或
説
曰
。
二
月
廿
二
日
必

死
。
必
死
竟
。
如
其
言
。
明
年
二
月
廿
二
日
。
無
病
而
逝㊻
。⽜
と
、
推
古
三
〇

年
（
六
二
二
年
）
二
月
二
二
日
に
病
に
な
ら
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。⽝
日
本
書
紀
⽞
と
異
な
っ
た
没
年
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
吉
田
氏
は

慧
慈
に
つ
い
て
も
⽛
無
病
⽜
に
て
死
去
し
た
と
述
べ
て
、⽛
病
を
発
し
て
⽜

死
去
し
た
と
す
る
法
隆
寺
説
を
否
定
し
、
慧
慈
の
死
去
年
月
日
は
推
古
三

十
年
二
月
二
十
二
日
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
あ
え
て
二
月
五

日
で
は
な
く
二
月
二
十
二
日
と
し
た
の
は
、
法
隆
寺
が
主
張
す
る
太
子
の

死
去
年
月
日
は
慧
慈
の
死
去
年
月
日
と
混
同
、
誤
認
し
た
も
の
だ
と
指
摘

す
る
意
図
で
主
張
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る㊼
。

親
鸞
の
太
子
信
仰

五
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と
、
法
隆
寺
説
は
、
太
子
の
死
去
年
月
日
と
慧
慈
の
死
去
年
月
日
と
を
混
同
、

誤
認
し
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
意
図
で
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解

が
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
聖
徳
太
子
の
異
名
の
表
記
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
聖
徳
太
子
は
様
々

な
異
名
で
呼
ば
れ
て
お
り
、⽛
厩
戸
皇
子
⽜
や
⽛
豊
聡
耳
⽜
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
⽛
豊
聡
耳
⽜
に
つ
い
て
は
、
太
子
が
一
度
に
一
〇
人
の
訴
え
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
伝
説
が
由
来
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
⽛
豊
聡
耳
⽜
に
つ
い
て

も
四
天
王
寺
系
、
法
隆
寺
系
で
異
な
る
点
が
あ
り
、⽝
日
本
書
紀
⽞
で
は
⽛
及

壮
、
一
聞
十
人
訴
、
以
勿
失
能
弁
、
兼
知
未
然㊽
。⽜、⽛
故
称
其
名
、
謂
上
宮
厩

戸
豊
聡
耳
太
子㊾
。⽜
と
、
聖
徳
太
子
が
一
度
に
一
〇
人
の
訴
え
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
間
違
う
こ
と
な
く
聞
き
分
け
た
こ
と
に
由
来
し
て
⽛
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳

太
子
⽜
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞

で
は
⽛
至
長
大
之
時
。
一
時
聞
八
人
之
白
言
而
辨
其
理
。
又
聞
一
知
八
。
故
号

曰
厩
戸
豊
聡
八
耳
命㊿
。⽜
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
聖
徳
太
子
が
一
〇
人
で
は
な

く
、
八
人
の
訴
え
を
聞
き
分
け
、⽛
豊
聡
八
耳
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
説

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
で
は
⽛
豊
聡
八
耳
⽜
と
い
う
言
葉

は
出
て
く
る
が
、⽛
大
臣
率
群
臣
已
下
。
敢
献
御
名
。
称
厩
戸
豊
聡
八
耳
皇
子
。

又
称
大
法
王
皇
太
子
。
々
々
辞
譲⠗
。⽜
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
臣
が
群
臣
を

率
い
て
、
聖
徳
太
子
に
⽛
厩
戸
豊
聡
八
耳
皇
子
⽜
と
⽛
大
法
王
皇
太
子
⽜
の
名

前
を
与
え
た
が
、
太
子
は
辞
譲
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
そ
れ
ぞ
れ
の
太
子
伝
の
違
い
を
見
る
と
、⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞
が

⽝
日
本
書
紀
⽞、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
と
異
な
っ
た
説
を
取
っ
て
い
る
こ
と
、⽝
聖

徳
太
子
伝
暦
⽞
が
慧
慈
の
病
没
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
、
壬
午
年
の
説
は
誤
り

で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
等
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
が
互
い
に
意
識
し
合
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。

二
ᴷ
二
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞・⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
つ
い
て

次
に
、
親
鸞
当
時
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
と
⽝
聖
徳
太
子

伝
私
記
⽞
の
内
容
か
ら
、
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
関
係
を
探
る
。

四
天
王
寺
系
の
史
料
で
あ
る
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞（⽝
提
婆
羅
惹
寺
摩
訶
所
生
秘

決
⽞）
は
嘉
録
三
年
（
一
二
二
七
年
）
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
聖
徳
太
子

と
四
天
王
寺
に
関
す
る
事
柄
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
の

内
容
か
ら
は
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
を
対
比
さ
せ
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
る
。

⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、

万
塔
院
。
聖
武
天
皇
御
願
。
六
時
堂
。
同
前
。
本
食
堂
。
三
昧
堂
。
学
恵

律
師
十
師
。
天
元
六
年
。
冷
泉
院
御
願
。
新
院
。
薬
師
院
。
清
隠
十
禅
師
。

元
慶
六
年
。
朱
雀
院
御
願
。
念
仏
堂
。
為
西
門
南
脇
移
垣
外
後
白
河
院
御

時
也
。
鳥
羽
院
御
願
。
百
済
寺
。
範
鏡
寺
。
範
海
寺
。
百
済
寺
。
王
住
百

済
群
地
。
福
田
院
。
菩
提
院
。
正
国
可
尋
之
。
冥
興
寺
、
安
部
寺
之
歟⠘

と
、
四
天
王
寺
の
別
院
が
聖
武
天
皇
、
冷
泉
院
、
朱
雀
院
、
鳥
羽
院
の
御
願
に

よ
っ
て
、
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
榊
原

氏
は
、⽝

天
王
寺
秘
訣
⽞
の
撰
述
者
が
、
第
一
の
項
目
に
お
い
て
四
天
王
寺
の
別

院
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
は
、
法
隆
寺
の
別
院
と
法
隆
寺
の
別
院
を
比
較

五
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す
る
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
四
天
王
寺
の
別

院
の
発
願
者
と
し
て
、
天
皇
と
上
皇
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
四
天

王
寺
の
別
院
に
権
威
付
け
を
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

明
ら
か
に
法
隆
寺
の
別
院
（
東
院
伽
藍
）
に
対
抗
す
る
意
識
が
存
在
し
て

い
る⠙
。

と
述
べ
て
お
り
、⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
の
四
天
王
寺
の
別
院
に
つ
い
て
の
内
容
か

ら
、
法
隆
寺
の
別
院
と
の
比
較
を
行
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
、
天
皇
と
上
皇
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
四
天
王
寺
の
別
院
に
権
威

付
け
を
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
顕
真
は
、

⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
の
中
で
、⽛
聖
武
天
皇
宣
旨
状
⽜
を
用
い
て
、
調
子
麿
と

法
隆
寺
の
関
係
性
に
説
得
力
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私

記
⽞
の
⽛
聖
武
天
皇
宣
旨
状
⽜
は
、⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
で
の
、
天
皇
や
上
皇
の

強
調
に
対
抗
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
お
い
て
、

法
隆
寺
、
太
子
建
立
之
中
、
最
初
御
願
也
、
立
願
、
即
明
明
天
皇
治
三
年

丙
午
歳
也
、（
中
略
）
然
則
四
十
六
个
寺
院
中
、
法
隆
寺
最
先
也
、
天
王

寺
者
、
守
屋
合
戦
之
御
願
也
、
即
丁
未
歳
合
戦
之
纔
立
玉
造
岸
、
又
御
生

年
廿
三
歳
、
被
移
荒
陵
池
上
、
今
年
法
隆
寺
同
時
建
立
云
⠚々
、

と
、
法
隆
寺
が
太
子
の
最
初
の
願
い
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
四
天
王
寺
は
守
屋

合
戦
時
の
願
い
で
あ
る
と
比
較
す
る
よ
う
な
内
容
が
み
ら
れ
る
た
め
、⽝
聖
徳

太
子
伝
私
記
⽞
に
は
、
四
天
王
寺
へ
の
対
抗
と
い
う
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
榊
原
氏
は
⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
と
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
が
文
末
に

⽛
文
⽜
と
記
し
て
参
照
し
た
史
料
の
文
章
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
四
天
王
寺
系
の

史
料
で
は
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
に
の
み
見
え
る
も
の
で
、
法
隆
寺
系
の
史
料
で
は

⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
が
初
出
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞

が
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
を
読
ん
で
記
さ
れ
た
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る⠛
。

以
上
、
四
天
王
寺
系
と
法
隆
寺
系
の
太
子
伝
記
の
内
容
の
違
い
を
見
た
後
、

先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
両
寺
の
対
抗
意
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま

ず
四
天
王
寺
系
の
書
物
で
あ
る
⽝
日
本
書
紀
⽞⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
と
法
隆
寺

系
の
書
物
で
あ
る
⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

聖
徳
太
子
の
生
没
年
や
異
名
に
つ
い
て
等
の
内
容
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
次
に
親
鸞
当
時
に
成
立
し
た
書
物
と
考
え
ら
れ
る
⽝
天
王
寺
秘
決
⽞

（⽝
提
婆
羅
惹
寺
摩
訶
所
生
秘
決
⽞）
と
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
か
ら
、
両
寺
の
関

係
を
探
っ
た
。
以
上
の
結
果
と
し
て
、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
お
い
て
、⽝
上
宮

聖
徳
法
王
帝
説
⽞
の
説
が
否
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私

記
⽞
に
法
隆
寺
と
四
天
王
寺
を
比
べ
る
文
が
見
受
け
ら
れ
る
等
、
両
寺
院
共
に
、

互
い
へ
の
対
抗
と
い
う
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

三

親
鸞
の
太
子
信
仰
と
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
太
子
信

仰

こ
こ
ま
で
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
太
子
信
仰
、
両
寺
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て

見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
親
鸞
の
太
子
信
仰
の
上
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る

親
鸞
の
太
子
信
仰
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の
で
あ
ろ
う
か
。
親
鸞
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
吉
田

氏
は
、
親
鸞
の
⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
に
見
ら
れ
る
聖
徳
太
子
信
仰
は
、⽛
全

体
と
し
て
四
天
王
寺
の
聖
徳
太
子
信
仰
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
断
定
し
て
よ

い
と
考
え
ま
す⠜
。⽜
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
廣
田
氏
が
⽛
親
鸞
の
太
⼦
和
讃

に
⾒
ら
れ
る
聖
徳
太
⼦
信
仰
は
、
当
時
主
流
で
あ
っ
た
四
天
王
寺
系
の
太
⼦
信

仰
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る⠝
。⽜
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

親
鸞
の
太
子
信
仰
は
四
天
王
寺
系
の
影
響
が
強
く
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
親
鸞
の
太
子
著
作
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
確
か
に
、
四
天
王

寺
系
の
太
子
伝
記
の
要
素
が
見
ら
れ
る
が
、
四
天
王
寺
系
以
外
の
太
子
伝
記
の

要
素
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
、
親
鸞
の
太
子
著
作
と
四
天
王
寺
系
・
法

隆
寺
系
の
伝
記
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
す
。
ま
ず
、
親
鸞
の
太
子
信

仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
親
鸞
著
作
の
内
容
か
ら
確
認
す
る
。

そ
の
後
、
親
鸞
著
作
と
四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
伝
記
と
の
比
較
を
行
う
。

三
ᴷ
一

親
鸞
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て

親
鸞
に
と
っ
て
聖
徳
太
子
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
、⽝
正
像
末

和
讃
⽞⽛
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽜
の
八
三
首
目
に
は

仏
智
不
思
議
の
誓
願
を

聖
徳
皇
の
め
ぐ
み
に
て

正
定
聚
に
帰
入
し
て

補
処
の
弥
勒
の
ご
と
く
な
り⠞

九
〇
首
目

和
国
の
教
主
聖
徳
王

広
大
恩
徳
謝
し
が
た
し

一
心
に
帰
命
し
て
た
て
ま
つ
り

奉
讃
不
退
な
ら
し
め
よ⠟

九
一
首
目

上
宮
皇
子
方
便
し

和
国
の
有
情
を
あ
は
れ
み
て

如
来
の
悲
願
を
弘
宣
せ
り

慶
喜
奉
讃
せ
し
む
べ
し⠠

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
和
讃
か
ら
、
親
鸞
は
、
聖
徳
太
子
を
和
国
の
教
主
と
称
し

て
お
り
、
太
子
が
釈
尊
と
同
じ
は
た
ら
き
を
し
て
い
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
梅
林
久
高
氏
が

聖
徳
太
子
を
讃
仰
す
る
和
讃
、
明
恵
、
叡
尊
な
ど
も
作
っ
て
い
る
。
も
と

よ
り
、
専
修
念
仏
の
弾
圧
に
攻
撃
点
を
与
え
た
解
脱
房
貞
慶
作
と
い
わ
れ

る
九
首
和
讃
も
あ
る
。
い
づ
れ
も
聖
徳
太
子
が
救
世
観
音
の
化
身
と
し
て

讃
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
は
単
な
る
讃
仰
で
は
な
く
、

自
か
ら
の
信
仰
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
和
国
の
教
主
、
末
法

の
教
主
と
し
て
の
弥
陀
の
本
願
を
弘
宣
さ
れ
現
わ
れ
た
と
内
面
的
に
と
ら

え
て
い
る
。（
中
略
）
聖
人
は
、
念
仏
を
弘
め
ら
れ
た
教
主
と
し
て
あ
お

が
れ
て
み
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
末
法
思
想
の
捉
え
方
と
機
の
徹
底

し
た
罪
悪
深
重
の
凡
夫
と
い
う
自
己
内
省
に
も
と
づ
く
。
弥
陀
の
悲
願
は

末
法
化
導
と
し
観
音
・
勢
至
と
が
聖
徳
太
子
・
源
空
と
あ
ら
わ
れ
て
親
鸞

を
選
択
本
願
の
源
海
に
帰
入
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
釈
尊

は
末
法
に
ま
さ
に
和
国
の
教
主
聖
徳
太
子
と
示
現
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
同

体
で
あ
る⠡
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
和
国
の
教
主
と
称
し
て
い
る
通
り
、
聖
徳
太
子
は
日

本
に
お
け
る
釈
尊
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
存
在
だ
と
み
な
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

五
四



ま
た
、
親
鸞
の
聖
徳
太
子
へ
の
信
仰
を
物
語
る
出
来
事
と
し
て
六
角
堂
（
頂

法
寺
）
の
夢
告
が
挙
げ
ら
れ
、⽝
恵
信
尼
消
息
⽞
に

や
ま
を
い
て
ゝ
、
六
か
く
だ
う
に
百
日
こ
も
ら
せ
給
て
、
ご
せ
を
い
の
ら

せ
給
け
る
に
、
九
十
五
日
の
あ
か
月
、
し
や
う
と
く
た
い
し
の
も
ん
を
む

す
び
て
、
じ
げ
ん
に
あ
づ
か
ら
せ
給
て
候
け
れ
ば
、
や
が
て
そ
の
あ
か
月
、

い
で
さ
せ
給
て
、
ご
せ
の
た
す
か
ら
ん
す
る
え
ん
に
、
あ
い
ま
い
ら
せ
ん

と
、
た
づ
ね
ま
い
ら
せ
て
、
ほ
う
ね
ん
上
人
に
、
あ
い
ま
い
ら
せ
て
、
又

六
か
く
だ
う
に
百
日
こ
も
ら
せ
給
て
候
け
る
や
う
に
、
又
百
か
日
、
ふ
る

に
も
て
る
に
も
、
い
か
な
る
た
い
ふ
に
も
、
ま
い
り
て
あ
り
し
に⠢

と
あ
る
よ
う
に
親
鸞
に
と
っ
て
六
角
堂
参
籠
は
、
親
鸞
を
法
然
の
も
と
へ
と
向

か
わ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
重
要
な
出
来
事
と
な
っ
た
。
親
鸞
の
行
っ
た
参
籠

に
つ
い
て
龍
口
恭
子
氏
は

⽛
参
籠
⽜
と
は
、⽛
一
定
期
間
、
神
仏
の
前
に
籠
も
り
、
念
仏
等
の
行
を
伴

い
、
夢
告
を
得
よ
う
と
す
る
風
習
⽜
と
す
る
従
来
の
定
義
に
加
え
て
、

⽛
聖
地
⽜
に
お
い
て
、
精
神
と
肉
体
と
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
、⽛
師
の

僧
⽜
の
も
と
で
な
さ
れ
る
行
で
あ
り
、
こ
の
行
に
は
、
自
己
の
意
志
を
明

ら
か
に
す
る
⽛
祈
請
の
文
⽜
が
必
要
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
に
対

応
し
た
⽛
夢
告
⽜、
或
い
は
⽛
願
成
就
の
文
⽜、
或
い
は
⽛
し
る
し
⽜
が
示

さ
れ
る
一
連
の
宗
教
的
行
為
で
あ
る
と
定
義
で
き
よ
う⠣
。

と
、
参
籠
と
は
、
夢
告
や
し
る
し
を
期
待
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
参
籠
を
行
う
聖
地
と
し
て
、
聖
徳
太
子
創
建
で
あ
り
、
太
子
、
観

音
の
霊
場
で
あ
っ
た
六
角
堂
が
選
ば
れ
た
と
い
う
事
は
、
親
鸞
は
聖
徳
太
子
・

観
音
菩
薩
か
ら
夢
告
等
を
受
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

法
然
の
元
へ
向
か
わ
せ
、
日
本
に
お
け
る
釈
尊
で
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
聖
徳
太
子
が
親
鸞
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
い
存
在
で

あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、
法
然
を
勢
至
菩
薩
の
化
身
と
し
、
聖
徳
太
子

も
ま
た
観
音
菩
薩
の
化
身
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
親
鸞
に
と
っ
て
聖
徳
太

子
は
法
然
と
並
び
立
つ
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
に
は
、
一
一
首
目

聖
徳
太
子
印
度
に
て
は

勝
鬘
夫
人
と
む
ま
れ
し
む

中
夏
晨
旦
に
あ
ら
は
れ
て

惠
思
禅
師
と
ま
ふ
し
け
り⠤

一
二
首
目

晨
旦
華
漢
に
お
は
し
て
は

有
情
を
利
益
せ
む
と
し
て

男
女
の
身
と
む
ま
れ
し
め

五
百
生
を
ぞ
へ
た
ま
ひ
し⠥

一
三
首
目

仏
法
興
隆
の
た
め
と
て

衡
州
衡
山
に
ま
し
ま
し
て

数
十
の
身
を
へ
た
ま
ひ
て

如
来
の
遺
教
弘
興
し
き⠦

一
四
首
目

有
情
を
済
度
せ
む
た
め
に

惠
思
禅
師
と
お
は
し
ま
す

衡
山
般
若
台
に
て
は

南
岳
大
師
と
ま
ふ
し
け
り⠧

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
親
鸞
が
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
を
採
用
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
一
一
首
目
に
お
い
て
、
聖
徳
太
子
が
イ
ン
ド
で
は
勝
鬘
夫

人
と
し
て
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
太
子
勝
鬘
夫
人
後
身
説
も

採
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

親
鸞
の
太
子
信
仰

五
五



次
に
⽝
正
像
末
和
讃
⽞⽛
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽜、⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞、⽝
大

日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
⽞
を
見
る
と
、
八
四
首
目

救
世
観
音
大
菩
薩

聖
徳
皇
と
示
現
し
て

多
々
の
ご
と
く
す
て
ず
し
て

阿
摩
の
ご
と
く
に
そ
ひ
た
ま
ふ⠨

⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞、
四
一
首
目

阿
佐
太
子
を
勅
使
に
て

わ
が
朝
に
わ
た
し
た
ま
ひ
し

金
銅
の
救
世
観
世
音

敬
田
院
に
安
置
せ
り⠩

⽝
大
日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
⽞、
五
二
首

そ
の
と
き
百
済
の
つ
か
ひ
に
て

阿
佐
王
子
き
た
れ
り
き

太
子
を
お
が
み
て
ま
ふ
さ
し
む

敬
礼
救
世
大
慈
観
音
菩
薩⠪

と
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
太
子
観
音
化
身
説
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
の
四
二
首
目

こ
の
像
つ
ね
に
帰
命
せ
よ

聖
徳
太
子
の
御
身
な
り

こ
の
像
こ
と
に
恭
敬
せ
よ

弥
陀
如
来
の
化
身
な
り⠫

こ
の
和
讃
か
ら
、
親
鸞
は
、
聖
徳
太
子
は
救
世
観
音
の
化
身
で
あ
り
、
阿
弥
陀

仏
の
化
身
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
一
章
に
お
い
て
示
し

た
、
現
世
利
益
を
願
う
よ
う
な
救
世
観
音
で
は
な
く
、
親
鸞
の
太
子
観
と
し
て

は
、
聖
徳
太
子
は
、
阿
弥
陀
仏
の
化
身
と
し
て
の
救
世
観
音
の
化
身
と
み
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
ᴷ
二

四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
太
子
信
仰
と
の
関
連
に
つ
い
て

親
鸞
の
聖
徳
太
子
著
作
で
は
、
典
拠
と
し
て
⽝
六
角
堂
縁
起
⽞、⽝
四
天
王
寺

御
手
印
縁
起
⽞、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
等
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
天
王
寺
系

の
太
子
伝
記
の
説
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、
四
天
王

寺
系
の
太
子
信
仰
以
外
の
要
素
も
、
親
鸞
の
著
作
の
上
に
お
い
て
、
確
か
に
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
親
鸞
の
聖
徳
太
子
著
作
と
⽝
日
本
書
紀
⽞、
四

天
王
寺
系
の
⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞、
ま
た
、
法
隆
寺
系
の
⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝

説
⽞
の
内
容
と
の
比
較
に
よ
っ
て
示
す
。

ま
ず
太
子
生
没
年
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
没
年
を
列
挙
す
る
。

⿠
⼨日
本
書
紀
⽞

是
時
厩
戸
皇
子
束
髪
於
額
、
古
俗
、
年
少
児
、
年
十
五
六
間
、
束
髪
於
額⠬

→
守
屋
討
伐
時
に
、
一
五
か
一
六
歳
で
あ
り
、
逆
算
す
る
と
、
生
年
は
敏
達
元

年
（
五
七
二
年
）、
も
し
く
は
、
敏
達
二
年
（
五
七
三
年
）
と
な
る
。

二
十
九
年
春
二
月
己
丑
朔
癸
巳
、
半
夜
厩
戸
豊
聡
耳
皇
子
命
葬
于
斑
鳩
宮⠭
。

→
推
古
二
九
年
（
六
二
一
年
）。
生
没
年
は
⽝
日
本
書
紀
⽞
と
⽝
聖
徳
太
子
伝

暦
⽞
は
同
様
の
説
で
あ
る
。

⿠
法
隆
寺
系
⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞

甲
午
年
産
。
壬
午
年
二
月
廿
二
日
薨
逝
也
。
生
四
十
九
年⠮
。

→
敏
達
三
年
（
五
七
四
年
）
に
誕
生
し
、
推
古
三
〇
年
（
六
二
二
年
）
二
月
二

二
日
に
没
し
て
い
る
。

次
に
、
親
鸞
の
太
子
生
没
年
を
確
認
す
る
と
、

⿠
⼨高
僧
和
讃
⽞

聖
徳
太
子

敏
達
天
皇
元
年

正
月
一
日
誕
生⠯

→
生
年
は
敏
達
元
年
（
五
七
二
年
）。

五
六



以
上
、
太
子
生
没
年
を
確
認
す
る
と
、
親
鸞
は
、
聖
徳
太
子
の
生
年
を
敏
達

元
年
（
五
七
二
年
）
説
を
取
っ
て
お
り
、
生
没
年
に
関
し
て
は
四
天
王
寺
系
の

説
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
太
子
の
異
名
に
つ
い
て
確
認
す
る
。⽛
豊
聡
耳
⽜⽛
豊
聡
八
耳
⽜
に
つ

い
て

⿠
⼨日
本
書
紀
⽞

及
壮
、
一
聞
十
人
訴
、
以
勿
失
能
弁
、
兼
知
未
然⠰
。

故
称
其
名
、
謂
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
太
子⠱
。

→
聖
徳
太
子
が
一
度
に
一
〇
人
の
訴
え
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
間
違
う
こ
と
な

く
聞
き
分
け
た
こ
と
に
由
来
し
て
⽛
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
太
子
⽜
と
呼
ば
れ
た
。

⿠
四
天
王
寺
系
⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞

大
臣
率
群
臣
已
下
。
敢
献
御
名
。
称
厩
戸
豊
聡
八
耳
皇
子
。
又
称
大
法
王

皇
太
子
。
々
々
辞
譲⠲
。

→
聖
徳
太
子
は
⽛
厩
戸
豊
聡
八
耳
皇
子
⽜
と
⽛
大
法
王
皇
太
子
⽜
の
名
前
を
辞

譲
し
た
。

⿠
法
隆
寺
系
⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞

至
長
大
之
時
。
一
時
聞
八
人
之
白
言
而
辨
其
理
。
又
聞
一
知
八
。
故
号
曰

厩
戸
豊
聡
八
耳
命⠳
。

→
聖
徳
太
子
が
一
〇
人
で
は
な
く
、
八
人
の
訴
え
を
聞
き
分
け
、⽛
豊
聡
八
耳
⽜

と
号
さ
れ
た
。

次
に
親
鸞
の
著
作
か
ら
確
認
す
る
。

⿠
⼨大
日
本
国
粟
散
王
聖
徳
太
子
奉
讃
⽞

一
一
〇
首
目

太
子
の
御
名
は
あ
ま
た
い
ま
す

厩
戸
・
豊
聡
耳
の
皇
子
な
り

御
誕
生
の
と
こ
ろ
ゆ
へ

厩
戸
と
も
に
あ
ら
わ
せ
り⠴

→
⽛
豊
聡
耳
⽜
を
用
い
て
い
る
。

⿠
⼨皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞

七
二
首
目

聖
徳
太
子
の
御
名
お
ば

八
耳
皇
子
と
ま
ふ
さ
し
む

厩
屋
門
の
皇
子
と
ま
ふ
し
け
り

上
宮
太
子
と
ま
ふ
し
け
り⠵

→
⽛
八
耳
皇
子
⽜
と
法
隆
寺
系
の
⽛
豊
聡
八
耳
⽜
を
用
い
て
い
る
。

以
上
、
ま
と
め
る
と
太
子
の
異
名
で
あ
る
⽛
豊
聡
耳
⽜・⽛
豊
聡
八
耳
⽜
に
つ

い
て
、
親
鸞
は
、⽛
豊
聡
耳
⽜・⽛
豊
聡
八
耳
⽜
の
両
方
の
説
を
採
用
し
て
お
り
、

異
名
に
関
し
て
は
、
四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
両
方
の
系
統
の
説
を
使
用
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
親
鸞
は
⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
の
中
で
一
一
首
目
に

聖
徳
太
子
印
度
に
て
は

勝
鬘
夫
人
と
む
ま
れ
し
む

中
夏
晨
旦
に
あ
ら
は
れ
て

慧
思
禅
師
と
ま
ふ
し
け
り⠶

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
太
子
勝
鬘
夫
人
後
身
説
を
取
っ
て
い
る
。
四
天
王
寺
系

の
⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞
に
⽛
皇
太
子
仏
子
勝
鬘⠷
⽜、
法
隆
寺
の
顕
真
の

⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に
、⽛
太
子
者
、
勝
鬘
夫
人
也
、
太
子
自
宜
仏
子
勝
鬘

云
⠸々
⽜
と
太
子
が
勝
鬘
夫
人
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
勝
鬘
夫
人
後

身
説
に
つ
い
て
は
、
両
系
統
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
親
鸞
の
太
子
関
係
著
作
と
四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
太
子
伝
記
と

親
鸞
の
太
子
信
仰

五
七



の
比
較
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
生
没
年
に
関
し
て
は
四
天
王
寺
系
、
太
子

の
異
名
は
四
天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
両
方
、
勝
鬘
夫
人
後
身
説
等
の
両
系
統

共
通
も
の
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
親
鸞
の
著
作
に
は
、
四
天
王

寺
系
以
外
の
太
子
伝
記
の
要
素
を
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
先

行
研
究
の
指
摘
の
よ
う
に
、
親
鸞
の
著
作
に
お
い
て
、
生
没
年
、
太
子
の
異
名

等
に
お
い
て
、
四
天
王
寺
系
の
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
四

天
王
寺
系
の
太
子
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

法
隆
寺
系
で
の
太
子
の
異
名
や
両
系
統
共
通
の
も
の
を
採
用
し
て
い
る
等
、
親

鸞
が
四
天
王
寺
系
の
説
の
み
な
ら
ず
、
法
隆
寺
系
の
説
も
採
用
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
親
鸞
が
四
天
王
寺
系
の
太
子
信
仰
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
あ
え
て
法
隆
寺
系
の
説
を
採
用
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
は
一
つ
の
系
統
に
縛
ら
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
太
子
関
連
の
親

鸞
著
作
や
六
角
堂
参
籠
等
か
ら
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
確
認
し
た
。
親
鸞
著
作
か
ら
は
、
親
鸞
が
、
太
子
慧
思
禅
師
後
身

説
、
観
音
化
身
説
等
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
親
鸞
の
聖
徳

太
子
著
作
と
⽝
日
本
書
紀
⽞・⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞・⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞
と

の
比
較
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
親
鸞
の
聖
徳
太
子
著
作
の
中
に
は
、
聖
徳

太
子
の
異
名
と
し
て
四
天
王
寺
系
で
採
用
さ
れ
て
い
る
⽛
豊
聡
耳
⽜
と
法
隆
寺

系
で
採
用
さ
れ
て
い
る
⽛
豊
聡
八
耳
⽜
の
両
方
を
使
っ
て
い
る
、
両
系
統
共
通

の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
等
、
著
作
の
内
容
か
ら
、
四
天
王
寺
系
以
外
の
要
素

も
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
は

四
天
王
寺
系
の
み
な
ら
ず
、
法
隆
寺
系
等
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る

た
め
、
四
天
王
寺
系
や
法
隆
寺
系
等
の
特
定
の
系
譜
に
縛
ら
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
が
四
天
王
寺
系
譜
の
も
の
で
あ
る
と
言
え

る
の
か
、
太
子
化
身
説
、
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
の
対
抗
関
係
の
確
認
の
後
、
四

天
王
寺
系
・
法
隆
寺
系
の
伝
記
の
内
容
と
、
親
鸞
の
太
子
著
作
と
を
比
較
す
る

こ
と
で
検
討
を
行
っ
た
。

第
一
章
に
お
い
て
は
、
主
に
親
鸞
著
作
に
見
ら
れ
る
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
、

観
音
化
身
説
等
を
概
観
し
、
聖
徳
太
子
の
霊
場
と
し
て
四
天
王
寺
・
法
隆
寺
に

つ
い
て
確
認
し
た
。
四
天
王
寺
は
、
太
子
信
仰
と
と
も
に
、
浄
土
信
仰
の
聖
地

と
し
て
も
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
法
隆
寺
に
つ
い
て
は
、
顕
真
が
権

威
向
上
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

第
二
章
に
お
い
て
は
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
の
太
子
信
仰
の
違
い
を
確
認
し
、

先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
、
両
寺
の
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の

か
確
認
し
た
。
結
果
と
し
て
、⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
に
お
い
て
、⽝
上
宮
聖
徳
法

王
帝
説
⽞
の
説
が
否
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
、⽝
聖
徳
太
子
伝
私
記
⽞
に

法
隆
寺
と
四
天
王
寺
を
比
べ
る
文
が
見
受
け
ら
れ
る
等
、
四
天
王
寺
と
法
隆
寺

は
、
互
い
に
意
識
し
て
い
た
点
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

第
三
章
に
お
い
て
は
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
に
つ
い
て
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
が

五
八



ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
概
観
し
、
太
子
関
連
の
親
鸞
著
作
の
内
容
か

ら
、
親
鸞
が
、
太
子
慧
思
禅
師
後
身
説
、
観
音
化
身
説
等
を
取
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
次
に
親
鸞
の
聖
徳
太
子
著
作
と
、⽝
日
本
書
紀
⽞・⽝
聖
徳
太

子
伝
暦
⽞・⽝
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
⽞
等
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

親
鸞
の
聖
徳
太
子
著
作
の
中
に
は
、
聖
徳
太
子
の
異
名
と
し
て
四
天
王
寺
系
で

採
用
さ
れ
て
い
る
⽛
豊
聡
耳
⽜
と
法
隆
寺
系
で
採
用
さ
れ
て
い
る
⽛
豊
聡
八

耳
⽜
の
両
方
を
使
っ
て
い
る
、
法
隆
寺
系
で
み
ら
れ
る
勝
鬘
夫
人
説
を
採
用
し

て
い
る
等
、
著
作
の
内
容
か
ら
、
四
天
王
寺
系
以
外
の
伝
記
の
要
素
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

結
果
と
し
て
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
は
法
隆
寺
系
等
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、

四
天
王
寺
系
や
法
隆
寺
系
等
の
特
定
の
系
譜
に
縛
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
の
研
究
で
は
、
一
つ

の
系
統
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
系
統
の
太
子
信
仰
か
ら
の
視
点
が
必
要
で
あ
り
、

太
子
著
作
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
四
天
王
寺
系
の
太
子
伝

記
以
外
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

註①
⽝
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
⽞
七
五
首
は
、
①
⽝
六
角
堂
縁
起
⽞
に
基
づ
く
も
の
、

②
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
に
基
づ
く
も
の
、
③
⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞
に

基
づ
く
も
の
、
④
聖
徳
太
子
の
未
来
予
言
に
関
わ
る
も
の
、
⑤
⽝
聖
徳
太
子
御

廟
記
文
⽞
に
基
づ
く
も
の
、
⑥
⽝
聖
徳
太
子
伝
暦
⽞
お
よ
び
そ
の
引
用
す
る

⽛
本
願
縁
起
⽜
に
基
づ
く
も
の
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、⽝
聖
徳
太
子
御
廟

記
文
⽞
に
接
し
て
七
五
首
和
讃
が
構
想
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。（
吉
田
一
彦
⽛
聖
徳
太
子
研
究
の
現
在
と
親
鸞
に
お
け
る
太
子
信
仰
⽜

九
三
頁
、
早
島
有
毅
⽛
専
修
念
仏
運
動
に
お
け
る
親
鸞
の
太
子
信
仰
ᴷ
⽝
皇
太

子
聖
徳
奉
讃
⽞
七
十
五
首
を
中
心
の
素
材
と
し
て
⽜
吉
田
一
彦
編
⽝
変
貌
す
る

聖
徳
太
子
ᴷ
日
本
人
は
聖
徳
太
子
を
ど
の
よ
う
に
信
仰
し
て
き
た
か
⽞
参
照
）

②

吉
田
一
彦
⽛
聖
徳
太
子
研
究
の
現
在
と
親
鸞
に
お
け
る
太
子
信
仰
⽜
九
四
頁

③

廣
田
至
⽛
親
鸞
の
聖
徳
太
子
観
⽜
六
三
頁

④
⽝
聖
徳
太
子
伝
⽞
上
巻
、
五
〇
頁

⑤
⽝
宝
暦
十
二
年
版
本

唐
大
和
上
東
征
伝
⽞
一
九
頁

⑥
⽝
伝
教
大
師
全
集
⽞
第
一
巻
、
五
九
一
頁

⑦

宮
﨑
健
司
⽛
太
子
信
仰
と
し
て
の
慧
思
後
身
説
の
成
立
⽜
一
二
三
頁

⑧
⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
一
一
二
、
九
頁

⑨

同
右
、
三
頁

⑩

同
右
、
一
二
頁

⑪

同
右
、
二
〇
頁

⑫

佐
原
作
美
⽛
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
観
音
信
仰
⽜
三
八
頁
参
照

⑬

石
橋
義
秀
⽛
平
安
朝
仏
教
説
話
集
に
み
る
観
音
信
仰
⽜
七
一
頁

⑭

同
右
、
六
五
頁

⑮

駒
木
敏
⽛
霊
異
記
に
お
け
る
観
音
信
仰
説
話
⽜
二
〇
頁
、
二
一
頁

⑯
⽝
大
日
本
古
記
録
貞
信
公
記
⽞
二
〇
〇
頁

⑰

林
幹
弥
⽝
太
子
信
仰
ᴷ
そ
の
発
生
と
発
展
ᴷ
⽞
五
四
頁
、
五
五
頁

⑱

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、⽝
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
⽞
は
聖
徳
太
子
の
真
筆

で
は
な
く
偽
作
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。（
赤
松
俊
秀
⽝
鎌
倉
仏
教
の
研
究
⽞

三
〇
六
頁
）

⑲
⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
一
一
八
、
五
一
頁

⑳
⽝
日
本
古
典
文
学
全
集
今
昔
物
語
集
（
一
）⽞
一
〇
九
頁

㉑

藤
谷
厚
生
⽛
聖
徳
太
子
信
仰
と
⽛
太
陽
の
道
⽜
ᴷ
二
上
山
を
巡
る
竹
内
街
道

の
思
想
と
信
仰
ᴷ
⽜
五
五
頁

㉒

榊
原
史
子
⽝
聖
徳
太
子
信
仰
と
は
何
か
⽞
五
七
頁
、
五
八
頁

㉓
⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
一
一
二
、
七
頁

親
鸞
の
太
子
信
仰

五
九



㉔
⽝
聖
徳
太
子
伝
⽞
上
巻
、
一
九
四
頁

㉕

同
右
、
一
九
六
頁
、
一
九
七
頁

㉖

同
右
、
二
五
〇
頁

㉗

同
右
、
二
五
〇
頁

㉘

顕
真
ま
で
書
き
継
い
だ
と
さ
れ
る
系
図
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

康
仁
、
慶
好
、
頼
円
、
覚
印
、
智
勝
、
隆
詮
、
顕
真
。

各
自
慶
好
、
朝
円
、
覚
印
、
以
下
、
如
元
・

或
頼
円
之
書
伝
之
隆
詮
、
顕
真
云
々
。

（⽝
聖
徳
太
子
伝
⽞
上
巻
、
二
五
一
頁
）

㉙

吉
田
一
彦
⽛
聖
徳
太
子
信
仰
の
基
調
ᴷ
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
⽜、
吉
田
一
彦

編
⽝
変
貌
す
る
聖
徳
太
子
ᴷ
日
本
人
は
聖
徳
太
子
を
ど
の
よ
う
に
信
仰
し
て
き

た
か
⽞
二
六
頁

㉚

榊
原
史
子
⽝⽝
天
王
寺
秘
決
⽞
の
成
立
と
⽝
太
子
伝
古
今
目
録
抄
⽞
へ
の
展

開
ᴷ
四
天
王
寺
と
法
隆
寺
の
対
抗
意
識
⽞
六
三
頁

㉛
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
・
日
本
書
紀
（
二
）⽞
五
一
二
頁
、
五
一
四
頁

㉜

同
右
、
五
三
二
頁

㉝

同
右
、
五
七
八
頁

㉞
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
・
日
本
書
紀
（
三
）⽞
一
六
八
頁
、
一
七
〇
頁

㉟
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
・
日
本
書
紀
（
二
）⽞
五
五
四
頁

㊱
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
・
日
本
書
紀
（
三
）⽞
八
二
頁

㊲

同
右
、
二
八
二
頁

㊳

同
右
、
二
八
四
頁
、
二
八
六
頁

㊴
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
・
日
本
書
紀
（
二
）⽞
五
一
二
頁

㊵

同
右
、
五
七
六
頁

㊶
⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
一
一
二
、
四
七
頁

㊷

同
右
、
四
七
頁

㊸

同
右
、
三
六
頁

㊹
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
・
日
本
書
紀
（
二
）⽞
五
七
八
頁

㊺
⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
一
一
二
、
四
四
頁

㊻

同
右
、
三
七
頁

㊼

吉
田
一
彦
編
⽝
変
貌
す
る
聖
徳
太
子
ᴷ
日
本
人
は
聖
徳
太
子
を
ど
の
よ
う
に

信
仰
し
て
き
た
か
⽞
三
七
頁

㊽
⽝
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
・
日
本
書
紀
（
二
）⽞
五
三
〇
頁

㊾

同
右
、
五
三
⼆
頁

㊿
⽝
大
日
本
仏
教
全
書
⽞
一
一
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